
mini

強固な守りで
労働災害の発生リスクを減らす！

安全対策の鍵を握るのは「共通のキー」
セーフティドアスイッチD4SL-Nとスライドキーユニットで、メンテナンス時の作業者閉じ込め事故を防止します。防護柵の扉
の開閉と対象装置の起動をつかさどるキーを一つにすることで、作業者の安全を確保する安全設計が可能になりました。

詳しい情報はこちら
D4SL-N
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小形電磁ロック・セーフティドアスイッチ
D4SL-N 入退室アプリケーション

保全・生産技術 安全対策

▼メンテナンス時の入退室アプリケーション使用例
設備を停止し、セーフティドア
スイッチのロック解除をおこな
う

ハンドルをスライドし扉を開け、
キーを抜く

キーを抜くとスライドで
きなくなり、扉のロックを防止

危険エリア内で、同じキーを用
いてモード切替を実施しメンテ
ナンス動作を開始する

▲入退室アプリケーションを今すぐ動画でご覧いただけます。

キーが作業者の管理内にあ
るため、第三者が誤って扉を閉め
設備を再起動することを防止

ドスイッチ
形D4SL-N

スライドキーユニット
形D4SL-NSK-10-LK

メンテナンス時の
閉じ込め防止に

※入退室アプリケーションを実施する場合、ドアスイッチ・スライドキーユニット・キーセレクタスイッチは必ずセットでご購入ください。
また、設置の際はリスクアセスメントに応じて必要な安全対策を実施ください。

セーフティ・キー
セレクタスイッチ

形A22TK

Point

Point

https://www.fa.omron.co.jp/products/family/3125/?compassmini
https://www.fa.omron.co.jp/video/detail/5145875293001/?compassmini
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お断りなく仕様などを変更することがありますのでご了承くださいSASP-167A

広い挿入口でガタツキによる閉め直しなどの工数削減
機械の振動などで位置ズレが発生し、ドアスイッチの挿入口にキーが差し込みにくくなる場合があります。D4SL-Nは挿入口を
広く設計することでゆとりを持たせ、再調整などのメンテナンス工数削減に貢献します。

形式基準

https://www.fa.omron.co.jp/contact/tech/chat/promotion_video/?_ga=2.135014258.2023683270.1710405216-551181502.1710405216?compassmini
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